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1ま え が き

農地開発事業の推進と農業構造改善の進展に伴い,東
北地方はもとより福島県においても,阿武限山系を中心

とした山麓他帯の土地開発が進められているが,かかる

地域は立地条件からみて大部分が傾斜地であって,ほ と

んとの開発地は酪農を基盤とした牧野の造成である。こ

のように大規模な牧野の開発が進むにつれて,作業も大

型 トラクターを基幹 とした作業体系をとらきるを得ない

であろうが,傾余1地の機械作業は平坦地に比べて問題が

多いので, これらをIJlら かにするため,1召和39年から飼

n‐l作機械fし生産技術組立に関する試験を実施して来た。

この報告は,その中の収議 械関係の作業効率につい

てとりまとめたものである。

2試 験 方 法

1 試験場所

試験場所は,福島県二本松市大字永田,県畑作原種農

場で,東北本線二本松駅より西に約12物はど入った地点

で,標高が 650～ 750π の安達太良山麓の中腹に位置し

東向きの斜面になった圃場である。気象条件は,11月 末

には初雪があり3月 末まで雪がみられ,10月 上旬には初

霜, 5月 上旬には晩霜があるといった代表的な高冷地で

ある。

2 供試機械

試験に使用した機械は次のようである。

トラク′―
 lζ子;」 (lll墨

×
    基||:|:

作 業 機 (ヘー・メーカヘー・メーカ       ″ 180″

ルーズ・ベーラー     〃 120″

ホーレージ・´ヽ―ペスタ 刈 巾 150//

3 圃場条件

圃場は 1カ 所にまとまっているが,山麓を開墾したた

め変化に富む斜面を形成しており全般的に傾i4地 であ

る。各圃場の形状および傾斜の状態は第 1図に示したよ

うになる。

この中で傾斜の小さいものから順にあげ ると,6号
(5度), 9号 (5～ 6度), 8号 (7～ 8度), 4号

(6～ 7度 1部に10度), 5号 (7～ 10度),11号 (9

～11度)と なる。各圃場とも圃場内で部分的な傾斜の変

化が点在するので,細密な傾斜区分は不可能なため,圃

号 4 5 6 8 9 11

fl度 6～ 7(10) 7-10 5 7～ 8 5～ 6 9～ 11

積(ha) 121 1 20

オ
“
沖縄模範農場,X畑作原種農場

第1図 供 試 同場 の形状 お よび傾 斜度
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第 表 各作業における作業効率 (%)

作 業 名

刈取 り (モ   ー   ア)

刈取 り (´
ヽ 一 ペ ス タ)

反  転  (フ   ソ  フ  ラ)

集 草 (ヘ ー・ メ ー カ)

梱 包 (ル ーズ・ベーラー)
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場 1枚を単位とした広い範囲での傾斜区分とした。

4 作物条件

試験に供試した牧草は,禾本科 3,董科 1の 4種混播

牧草である。モーアメ1り では, 4. 5, 6, 8号 圃場が

1番刈りで, 9,H号圃場は最終の 5番 刈 り牧草であ

る。ホーンージン`―ペスタ刈りの場合は,いずれの回場

も3番刈り牧章である。草種はイタリアン,オーチャー

ド,チ モシー.ラ ジノクローバーで刈取時の草の状態

は,大部分が禾本科で董科牧草はわずかに見受けられる

程度であった。収量はモーア刈り圃場が, 1,41X～ 2,

000り /10C,ハ ーベスタ刈り圃場で 1,000～ 1,500た,

/10α といった収曇であった。

3 試験結果と考察

1 作業効率

各作業の圃場別圃場作業効率を領斜度順に示すと第 1

表のようになる。

刈取り作業のモーフ刈りでは,圃場のtrt斜が大きくな

るにしたがい作業
~4J率

は低下する。特に,10度前後のH
号圃場では591%と 効率の低下は大きい。

´ヽ―ベスタ刈りでは, 7～ 10度の 5号圃場が609%で

低いが, 8, 9,4号圃場では80%前後,傾斜 5度の 6

号圃場では888%と 最も高い効率を示した。これらから

傾斜による影響は, 5度前後, 6～ 8度, 9～ 10度の 3

段階に分れるようである。

反転,集草作業では,いずれも11号回場以外はあまり

変りなく,11号回場になると効率は低くなることから傾

斜10度になると影響が大きいとみられる。

梱包作業の効率は, 5号圃場が最も低く526%である

が,回場間の差は少なく,む しろ前作業の集草過程にお

ける作業精度 (草量,集草位置)に左右される面が大き

いようである。

2 作業効率低下の要因

以上のように傾斜によって各作業とも影響を受けてい

るが,作業別にその内容を検討してみると次のよ うに

なる。

に, モーフによる刈取 り作業では第 2図に示したよう

に,傾斜が大きくなるにつれ作業速度がおそくなる。また

圃場内の作業内容は, 6号回場の場合は石などの障害物

の存在によって,移動,伴止といった。ス時間が生じて

いるが,その他は傾斜が大きくなるにつれ有効作業時間

はほぼ同程度でありながら,旋 回,後退,停止 といっ

た,その他の時間力即順次多 くなる。特に傾斜 9～ 11度の

11号圃IPvの場合は多く,全作業時間の258%が有効作業

時間以外の時間で,モ ーア刈りの傾斜地における作業効

率低下の大きな要因となっている。

12)ホ ーレージ・ン`―ペスタでのメ」取りは, 8, 9,

4号圃場では大差なく, 9, 4号で移動時間が若千生じ

る程度であるが,傾斜10度の部分が存在する5号圃場に

なると,旋回,後退時間が多くなる。さらにスリップに

よる作業停止時間が生し,空運転による圃場内の移動時

間が多くなる。また傾斜10度を越すと刈取 り作業は不可

能になるようである。

＝

い
4 5

第 2図 刈取り作業時間の内容
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図 調 製 作 業 時 間 の 内 容

表  平 担 地 能 率 の比 較 (%)

注 指数は,平担地の作業能率を100と した圃場ごとの指数で,平担地の能率は一般的標準価をとった。
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B)ワ ッフラによる反転作業は,傾斜 8度以内の圃場

ではあまり変りないようであるが,傾斜 9～ 11度の11号

回場になると作業速度の低下がみられる。反転作葉は連

続作業であるため, ロスタイムとしては現われないが,

傾斜10度を越すと作業速度の低下によって,作業全般の

能率低下という形で影響が現われるようである。

141 ヘー・ メーカでの集草作業は,ワ ッフラによる反

紘作業と同じ傾向で,傾斜10度を越すと作業速度の低下

がみられることから,傾斜10度を越すと能率に影響があ

るようである。

6}ルーズ。ベーラーでの梱包作業は,5号圃場で,

旋回,後退,圃場内移動時間が多くなり能率力紙 くなっ

ている他は一定の傾向がみられない。回場間のパラツキ

は,前作業の集草作業における作業精度によって能率が

左右され易いためであろう。このように梱包作業では預

斜による影響は少ないようであるが,それでも傾斜 8度

位になると作業はやりにくくなるようである。

3.平坦地能率との比較

傾斜地における作業の内容は以上のとおりであるが,

これを平坦地と比較してみると第 2表のようになる。

傾斜による影響の比較的少なかったベーラーでは, 7

～10度の 5号圃場で160%,その他は10%前後の能率低

下となる。

ヘー・ メーカとフソフラでは影響の大きい11号圃場で

25%前後,その他は平均して13%,′ ―ヽベスタでは影響

の大きい 5号回場で33%の能率低下になる他は14%前後

である。

モーアでは,傾斜が大きくなるにつれ能率は低下し,

傾斜 9～11度の■号圃場になると26%の 能率低下 とな

る。

このように,傾斜地における機械作業では,作業速度な

の低下や,旋回,後退,停止といった。ス時間の増加な

とによって作業効率は低下し,平坦地に比べて作業能率

が低くなるので,傾斜地における機械作業の計画や,運

営に当っては,作業別にそれらを明らかにしておくこと

が重要である。

ベーラによる綱包作業

回 場 番 サ

圃場番号
およ酬慎斜度

作 業 名

6 9 8 4 5

平 担 地
5～ 6° 7～ 8° 6～ 7° (10°) 7～ 10° 9～ 11°

刈 取 り (モ  ー  ア)

刈 取 り (ハ ー ベ ス タ)

反  転 (フ  ッ フ ラ)

集  草 (ヘ ー ・ メー カ)

梱  包 (ルーズ・ベーラー)

98 0

97 7

914
95 0

89 0

89 0

86 6

82 9

88 5

87 0

88 0

86 6

85 7

85 7

900

83 0

86 6

92 1

900
910

78 0

66 7

83 6

85 0

840

740

714
79 3

100

100

100

100

100


